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【研究・技術紹介】 

有機合成化学、遷移金属錯体化学の知見を駆使して、新しい高分子合成手法を開発する研究を

行っています。その独自に開発した合成手法を用いて得られる高分子を、新しい機能性高分子

材料として応用することも研究目標としています。 
 
テーマ１：ジアゾカルボニル基の反応を利用する高分子合成手法の開発 
ジアゾカルボニル基という反応性に富む官能基の反応性を利用

した新しい高分子合成手法の開発に成功しました。パラジウム錯

体を触媒とするジアゾ酢酸エステルの重合によって、主鎖のすべ

ての炭素にアルコキシカルボニル基という置換基が結合した炭

素－炭素結合を主鎖骨格とするポリマーが得られることを見出

しています。この手法によって得られるポリマーは、既存の合成

高分子とは異なる特徴を有しており、その特徴を活かすことによ

り、様々な機能を有する高分子材料への応用が可能です。 
 

キーワード：ジアゾ酢酸エステル、パラジウム錯体触媒、機能性

高分子 
特許・論文：Polymer, 174, 234-258 (2019). 
社会実装について（どのような実用化につながる研究・技術であるか）： 

まったく新しい構造に由来する機能発現に基づく、高付加価値を有する合成高分子材料。例え

ば、光機能性材料、電子材料、塗料、接着剤等への応用が可能な機能性高分子材料。 
【研究者から一言】 

私は有機合成化学と金属錯体化学に基づく高分子合成手法の開発研究を長年行ってきました

ので、様々な高分子合成技術に精通しています。高分子合成に関連した技術相談・リカレント

教育に対応することが可能です。 

 

 

 

図：パラジウム錯体を触媒とするジ

アゾ酢酸エステル重合の反応式 
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